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本学教育・福祉研究センターとこども学研究所
との共催により取り組まれた第 3回白梅こども学
講座について報告する。
１．テーマ設定について
第３回白梅子ども学講座は，第１回講座「子ど
も学の可能性―子どもたちの未来にむけて」（2007
年度），第2回講座「子ども学を人間科学の光に―
その源流から現在，そして未来へ―」（2008年度）
の講座内容を土台として企画された。第3回では，
引き続き「子ども，人間とは」を考えながら，子
ども学の対象にまつわる諸課題のなかから，権利，
教育行政等に焦点をおいた。各講師による研究状
況，子ども学への問題提起等もおこなわれた。全
体のテーマを「子ども学－対象をめぐる課題の探
究と子ども学への期待」として，以下の 4講座が
実施された。
２．各テーマ，講師，実施日について
①「子ども・人間とは―比較保育の立場から―」
11月 14日（土）
講師 小原由美子氏
（東京成徳大学・子ども学部子ども学科教授）
②「乳幼児期の子どもの権利―国連子どもの権利
委員会『一般的見解』を中心に―」
12月 12日（土）
講師 平野祐二氏（ＡＲＣ）
③「子ども学への期待―地方教育行政からの問題
提起」
2月 20日（土）
講師 小林洋文氏
（長野県富士見町教育長・長野県立短期大学名
誉教授）
④「本学の追究する『子ども学』とは―大学院教
育にもふれながら―」3月 13日（土）
講師 無藤隆氏
（本学子ども学研究所長・大学院研究科長・本
学附属白梅幼稚園長）
３．各講座の概要
ここでは，各講師のレジュメ（項目のみ）を紹
介する。全体の内容は，本年発行予定の『白梅子
ども学叢書３（2010）』を参照してほしい。
①「子ども・人間とは―比較保育の立場から―」
小原由美子氏
・「比較保育」に至るまで
・ボルトマン：生理的早産説の再検討
・なぜボルトマンは受け入れられているのか
・哺乳類の子育て・親子関係をていねいにみ
ていく
②「乳幼児期の子どもの権利―国連子どもの権利
委員会『一般的見解』を中心に―」
平野祐二氏
・国連・子どもの権利委員会とは
・一般的意見第 7号（2005年）：乳幼児期に
おける子どもの権利の実施
・参考デイケア（保育）に関する欧州評議会
閣僚委員会勧告（2002年）
・原文（英語）
・日本語訳：平野祐二
③「子ども学への期待―地方教育行政からの問題
提起」
小林洋文氏
・教育法規と子ども
・教育行政に関するＱandＡ
・「子ども学」に期待するもの―地方教育行
政からの問題提起―
④「本学の追究する『子ども学』とは―大学院教
育にもふれながら―」
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第３回 白梅子ども学講座
子ども学―対象をめぐる課題の探究と子ども学への期待―
無藤隆氏
・子どもという対象の多様性と多義性
・子ども学の学際性
・子ども学の実践性
・子ども学の協働性
・子ども学の政策性
・子ども学に学的根拠を求める
・子ども学の研究水準を上げる
・養成校の研究水準を上げる
・大学間の交流を実質化する
・研究者と実践者の循環を可能にする
４．講座を終えて
企画者として簡単なまとめ（成果と課題）をし
ておく。参加者の階層は，保育園・幼稚園の園長・
保育者，大学院生，研究者，会社員等一般，本学
学生，教員などで，参加者数は各回とも約 30名
であった。
子ども学の学問追究への道はどうであればよい
のか？子ども学を構成する学問分野，相互の関連
性や課題は何か？
こうした子ども学への問いは，第 1回，第 2回
講座でも積み上げられてきた。第 3回講座では，
以下の内容を成果として指摘できるのではないか。
第一に，子ども学の対象である子ども・人間を
どうとらえるかをめぐり，2回までの講座内容と
関連する見解や指摘があったことである。講座を
蓄積していく重要性を見出すことができる。
第二は，子どもをめぐる課題を，新たな視点
（比較保育，子どもの権利，諸外国の状況など）
から深め合えたといえる。
第三には，子ども学への教育現場（行政）から
の問題提起があり，質疑からも深め合える点があっ
たことである。
第四には，新たに創設された本学大学院博士課
程を含めた大学院教育について展開されたことで
ある。学問分野，相互関連性などが取り上げられ，
子ども学への追究を，さらに意識化できたのでは
ないか。
全体として，子ども学を追究・創造する今後へ
の基盤形成となったといえるだろう。各講師の講
演内容を，成果として『白梅子ども学叢書』にま
とめていく意義も確認することができる。課題と
して，企画の組織的取り組み，会場設定，参加の
呼びかけ等を挙げておきたい。
（文責：近藤幹生）
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